






要約 川崎病における脂質代謝の異常の意義を知る目的で,血清脂質の他に,今回,アポリポ

蛋白を測定し検討した。この結果,高コレステロール血症,低 HDLコレステロール血症,高ト

リグリセライド血症が急性期から回復期において認められた。アポリポ蛋白においては A-

Ⅰ,A-Ⅱの低下,B,C-Ⅱ,CⅢの増加を認め,そして,Atherogenic index,アポ B/A-Ⅰ比,アポ

B/LDL コレステロール比のいずれもが増加した。 

以上の変化は,川崎病において冠動脈瘤を含めた冠動脈硬化病変が急性期より促進される

ことを意味し,これには特に変性 LDL とマクロファージの関与が重要であると考えられた。 


